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検索

今でしょ！！特別活動！

名古屋市学校教育研究会
特別活動研究部会長

舟 橋 弘

特別活動は、子どもの自治的

能力や自主的態度を育て、望ま

しい人間関係を築き、いじめや不登校などに対する

予防薬的な役割を果たすなど、子どもの成長に欠

かせない大切な教育活動です。この趣旨から、今年

７月に、「楽しく豊かな学級・学校生活をつくる特別

活動（小学校編）」というリーフレットが、市内小学校

にも２部ずつ配布されました。

文科省の、特活リーフレット刊行は１８年ぶりとのこ

とです。特活の充実で、「いじめの未然防止」「学力

向上」「自己有用感」につながるとしており、内容

が分かりやすく紹介されていま

す。いじめ問題等に、全校で真

剣に取り組む必要がある今こそ、

リーフレットを活用し、特活を広め

てください。国立教育政策研究

所ウェブサイトからダウンロードで

きます。

全ての係に、活動の内容
について良かった所などを
書いたおつかれさまカード
を渡します。

全ての係が、学級みん
なで活動できることを企
画し、全体の場で行いま
す。

「学級を良くしたい」という自主的な気持ちや、学
級の一員としての「安心感」がもてるように、係活動
を行いました。 正色小学校 實岡 拓 先生

企画・活動！
各係の

振り返り！

みんながわくわくするよう
な、親しみやすい係名を考
え、紹介カードを作ります。
例） 遊び係→ハッピープレイ

学級が良くなる

ことを意識して、
係の名前を工夫し
たり、めあてを立
てたりすることが
できました。

どの係も、学級
を良くしたいとい
う思いで仲間と協
力し合い、活動を
工夫することがで
きました。

自分たちが企画した活

動について、全員から下
のようなコメントをもら
い、喜ぶ姿が見られまし
た。

「学級を良くしたい」という自主的な気持ち

をもたせたいと考え、実践を進めました。そ
うした思いをもつことで、児童は互いに協力
し合い、学級全体が笑顔になりました。

また、「おつかれさまカード」をもらい、
みんなから認められることで、学級の一員と
しての「安心感」をもてました。

６年１組の
係活動開始！

学級を良くしたい 安心感

８月２１日伊勢山中学校に
て中部地区の先生方が集ま
り、特別活動について研修
や学習会が行われました。

実践提案

キーワードは

話合い活動！
キャリア教育！

話合い活動を重視し、振り返りを次の活動に生かす実践が多
く発表されました。

諏訪小学校河田智嗣先生より
「個性を認め合うことができる集会活動」【小５】の実践

戸笠小学校上川高史先生より
「自信をもち、互いを高め合う活動」【小６】の実践

八社小学校末永裕介先生より
「話合いを中心に据えた代表委員会活動」【代表委員会】の実践

楠中学校小崎彰先生より
「ドリームマップを活用したキャリア教育」【中１】の実践

小学校段階からのキャリア教育
講師：愛知教育大学 高綱 睦美先生

「将来の生活にどのように結びつくか」というキャリ

ア教育の視点をもって日々の教育活動を行うことが大
切です。そうすることで、子どもたちが社会に出る頃を
イメージできるようになります。

講演

･･･「身近な大人の思いに触れる活動」「係
活動での役割の意識化」「認め合い活動での自
己肯定感の向上」など

中学校・・・「将来のことを考え、学ぶ目的を自覚さ
せる活動」「職場体験を通して社会での役割や
働く人の思いに触れる活動」など

【キャリア教育】

単に職業意識をもたせる
教育ではなく、子どもが社
会人になるまでに基盤とな
る能力や態度を養うため
の教育

【具体的な実践例】

吉根小学校 田村幸久先生の学級会（小５）

「出し合う」→「比べ合う」→「まとめる」の
流れで話し合うことで、「折り合いをつける力」「人
の意見を共感的に聞く力」などが育ちます。

当知小学校 今城英康先生の学級会（小６）

教師は、「学級の雰囲気作り」「子どもた
ちの観察」「半歩下がる」 等に気を配って
支援することが大切です。

ビデオ講座
ビデオから学級会を学ぼう！
学級会をよりよく進めるために大切に
することを参加者全員で検討しました。

豊正中学校 武市昌貴依先生の学級会（中２）

友達から認められるなどの「普段からのより
よい人間関係作り」や前向きに話し合うための

「前向きスイッチ」「ＯＫワード」などの「ルールの
工夫と徹底」が必要です。

係活動への子どもの意欲を
長続きさせたいんだけど・・・？

係活動の時間を確保するのは、なかなか大
変です。教師は授業を進めたい、休み時間は
遊びたい子もいる・・・そんな時、係給食会を週
に１回くらい開いてみるのもよい方法です。

話合いの時間の確保と
活動の進度や成果の可視化です！

係活動の掲示は、メンバー紹介にとどまって
いませんか？計画のポスターを掲示し、その
進度をシールなどで周りの子にも分かるよう
にすると、子どもの意欲は格段に上がります。

活動後に掲示すること
で、子どもたち自身が活
動の停滞を実感したり、
達成感を味わったりする
ことができました。

第２回中部地区特別活動研究協議会
～豊かな人間性を育てる特別活動～

中部で活躍する先生方の実践を紹介！

小学校

なごやとっかつ




